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２月３日、豊武神社（大正寺町）で節分祭が行われました。早朝から降り続いた雪の中、かみしも姿の年男たちが町内
を練り歩き、豆をまいて地域の災いを追い払いました。神社で行われた威勢の良い豆まきには、たくさんの来場者が福
を求めて集まり、大きな歓声を上げていました。 

◆主な内容◆ 市民病院の取り組み vol.1 ････････････････p.2～3 
特定健診・特定保健指導がスタート ････････p.4～5 
北小学校が生まれ変わります ････････････････p.6

公共下水道供用開始区域の縦覧  ･･････････p.7 
市政モニター意見と提案 ･････････････････p.8 
いせさき読書まつり ･････････････････････p.9
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今
や
、
国
民
の
疾
病
に
よ
る
死
亡
原
因

の
第
１
位
は
、
が
ん
で
す
。
こ
れ
は
、
国

民
の
生
命
や
健
康
を
考
え
る
上
で
、
大
変

重
大
な
問
題
で
す
。

そ
の
た
め
国
は
、
平
成
18
年
６
月
に
「
が

ん
対
策
基
本
法
」
を
制
定
し
、
全
国
の
各

医
療
圏
に
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
は
、
同
年
８
月
に
伊
勢
崎
佐

波
医
療
圏
の「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

内
視
鏡
や
が
ん
化
学
療
法
に
よ
る
質
の
高

い
が
ん
診
療
は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
県
央
で

未
整
備
と
な
っ
て
い
る
緩
和
ケ
ア
病
棟
の

整
備
を
行
い
、
が
ん
の
一
体
的
診
療
体
制

（
セ
ン
タ
ー
化
）
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
充
実
し
た
医
療
の
提
供
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

現
在
の
第
１
駐
車
場
に
２
階
建
て
の
建

物
を
増
築
し
、
１
階
に
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
、

２
階
に
が
ん
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
を
、
ま

た
、
既
存
の
南
棟
の
２
階
部
分
を
改
修
し

緩
和
ケ
ア
病
棟
に
し
ま
す
。
こ
の
３
つ
が

今
回
の
増
改
築
事
業
の
柱
で
す
。

工
事
期
間
は
、
４
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
開
設
は
、
医
療

機
器
な
ど
の
備
品
の
設
置
後
と
な
り
ま
す
。

費
用
は
、
合
計
で
８
億
５
千
万
円
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

市民病院では、地域の医療関係機関と連携を図り医療体制整備に取り

組んでいます。

今回からシリーズで、医療機関の現況や今後の医療の方向性などを現

場のスタッフの声などを通してお伝えします。

第１回目となる今回は、「がん診療総合センター」の整備事業につい

て紹介します。 問い合わせ 市民病院総務課（蕁25－5022）

▲ 荒井泰道市民病院長

が
ん
診
療
総
合
セ
ン
タ
ー
と
は

事
業
の
概
要
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た
、
日
常
生
活
に
近
い
環
境
で
点
滴
に
よ

る
抗
が
ん
剤
治
療
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

で
費
用
も
少
な
く
て
済
み
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
帰
宅
後
の
副
作
用
の
発
現
に
対
し
て

も
体
制
は
整
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
市
民

病
院
で
は
、
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
胃
が

ん
・
肺
が
ん
・
卵
巣
が
ん
・
子
宮
が
ん
・

食
道
が
ん
・
膵
臓
が
ん
な
ど
に
対
し
て
の

外
来
化
学
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
外
来
化
学
療
法
室
は
現
在
７
床

で
す
が
、
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す
れ
ば
20
床

と
な
り
、
よ
り
安
心
・
安
全
で
さ
ら
に
多

く
の
人
た
ち
の
治
療
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
病
棟
は
、
積
極
的
な
治
療
が

で
き
な
く
な
っ
た
時
期
、
あ
る
い
は
治
療

を
希
望
さ
れ
な
い
患
者
に
対
し
て
、
苦
痛

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
検
査
や
手
術
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
設
備
の

充
実
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
増
築
に
あ
た
っ
て
は
、
懸
案
事

項
で
あ
っ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
配
慮

し
、
内
視
鏡
室
や
説
明
室
な
ど
に
十
分
な

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
ほ
か
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
設
備
も
併
設
す
る
こ
と
で
、
肺
が
ん
診

断
に
必
要
な
気
管
支
鏡
検
査
や
膵す

い

臓
が
ん

胆
管
が
ん
な
ど
に
対
す
る
内
視
鏡
検
査
や

治
療
も
セ
ン
タ
ー
内
で
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
完
成
後
に
は
、
内
視
鏡
を
使
用

す
る
す
べ
て
の
検
査
や
処
置
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

が
ん
の
治
療
に
は
、
手
術
・
放
射
線
・

薬
剤
（
抗
が
ん
剤
）
の
３
通
り
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。
通
常
は
、
こ
れ
ら
を
組
み
合

わ
せ
て
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

抗
が
ん
剤
を
用
い
る
治
療
を
化
学
療
法

と
い
い
ま
す
。
以
前
は
、
入
院
を
し
て
行

う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
最
近
で

は
、
入
院
を
し
な
い
で
行
う
こ
と
も
多
く

な
り
ま
し
た
。
こ
の
方
法
が
、
外
来
化
学

療
法
で
す
。

こ
の
治
療
方
法
は
、
専
任
の
看
護
師
・

薬
剤
師
が
医
師
と
協
力
し
、
薬
剤
の
種
類

や
使
用
量
、
投
与
方
法
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
な
ど
の
安
全
対
策
が
整
っ
た
こ
と
に

加
え
、
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
対
策
が
進
歩

し
た
た
め
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
ま

▲ がんの早期発見に有効な内視鏡検査

▲ 薬剤師による抗がん剤の無菌調製

▲ 緩和ケア病棟で安らぎと生きがいを

変わりゆく医療環境の下で

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
と
は

内
科
医
長
兼
内
視
鏡
室
長押

本
浩
一

が
ん
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
と
は

外
科
主
任
診
療
部
長
（
が
ん
診
療

委
員
会
委
員
長
）

根
岸
　
健

緩
和
ケ
ア
病
棟
と
は

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
医
師高

橋
　
育

症
状
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
病
棟
で
す
。

現
在
、
対
象
は
悪
性
腫
瘍
と
後
天
性
免
疫

不
全
症
候
群
（
エ
イ
ズ
）
の
人
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

長
い
闘
病
生
活
に
疲
れ
た
患
者
や
そ
の

家
族
の
た
め
、
し
ば
し
の
心
身
の
休
息
を

取
っ
て
も
ら
う
場
所
を
提
供
し
た
い
と
願

い
、
市
民
病
院
が
10
年
以
上
に
わ
た
り
温

め
て
き
た
構
想
が
よ
う
や
く
実
現
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

病
室
は
、
一
般
病
棟
か
ら
離
れ
た
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
の
個
室
を
17
室
用
意
し
ま

す
。
そ
し
て
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
痛
み

や
不
安
な
ど
の
苦
痛
を
和
ら
げ
、
患
者
と

そ
の
家
族
を
見
守
り
支
え
ま
す
。
症
状
が

改
善
し
た
場
合
は
、
在
宅
療
養
や
自
宅
近

く
の
療
養
施
設
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
症
状
が
悪
化
し
た
場
合
は
、
再
び
入

院
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
病
棟
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

・

次
に
、
担
当
医
師
か
ら
診
療
内
容
や
果

た
す
べ
き
役
割
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

胃
や
大
腸
の
内
視
鏡
検
査
は
、
が
ん
の

発
見
率
が
高
く
、
早
期
発
見
を
目
指
す
上

で
、
今
後
ま
す
ま
す
そ
の
必
要
性
が
高
ま

る
と
と
も
に
検
査
数
が
増
加
す
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

市
民
病
院
で
は
、
昭
和
56
年
か
ら
内
視

鏡
検
査
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
を
取
り
入
れ
、

現
在
は
、
県
内
で
も
有
数
の
内
視
鏡
検
査

数
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
早
期
の
胃

が
ん
や
大
腸
が
ん
は
、
内
視
鏡
を
使
っ
て

病
変
を
切
除
で
き
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き

て
い
る
た
め
、
開
腹
せ
ず
に
治
療
を
行
う

方
法
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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特定健診 

対象 

 
 

概要 

 
受診の 
組み合わせ 

 

ひまわり健診 

国民健康保険加入者 後期高齢者医療制度加入者 

健康づくり検査（500円） 

 生活機能評価（無料） 

●期間　4月～7月 
●会場　各保健センター、各地区公民館など 
●対象　40歳から64歳までの人 
●受診料　500円 
●通知　3月下旬に個人へ 

●期間　7月～12月 
●会場　指定医療機関 
●対象　65歳から74歳までの人 
●受診料　無料 
●通知　6月下旬に個人へ 

●期間　7月～12月 
●会場　指定医療機関 
●対象　75歳以上 
●受診料　無料 
●通知　6月下旬に個人へ 

すこやか健診 

各種検査・健診
次のものは、これまで通り行います
●肝炎検査
●コスモス健診
●各種がん検診
●歯周疾患検診
●骨粗しょう症検診

1.健康づくり検査
皆さんの健康管理に必要な検診を市が独自に実施します。加入している医療保険

を問わず、市民全員が受けられます。特定健診または後期高齢者健診、生活機能評
価と一緒に受けてください。
対象 40歳以上の希望する人
内容 心電図検査・眼底検査・貧血検査
※65歳以上の人には、血清アルブミン値の検査があります
受診料 500円

2.生活機能評価
介護保険制度による介護予防のための検査です。
対象 65歳以上の人
※要介護認定者は除きます
内容 日常生活機能に関する問診と検査
受診料 無料

3.後期高齢者健診
制度改正により、県後期高齢者医療広域連合が実施機関となりますが、市が委託

を受けて健診を行います。
対象 75歳以上の人
内容 特定健診の検査項目と同じです
※腹囲の測定は行いません
受診料 無料

社会保険などに加入している40歳から74歳までの人は、加入している医療保険者からの通知に基づいて受診してください。
また、ひまわり健診・すこやか健診については、通知されません。特定健診に関しては、各医療保険者にお問い合わせください。
なお、社会保険加入者も健康づくり検査を受けることができますが、各医療保険者が実施する特定健診の項目に心電図検査・眼
底検査・貧血検査が含まれる場合は、健康づくり検査の対象にはなりません。
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特定健診から特定保健指導までの流れ 

メタボリックシンドロームとは？ 

人間ドックを受ける人へ 

① 肥　　　満 

② 高　血　糖 

③ 高　血　圧 

④ 脂 質 異 常  

 
医療保険者から通知・受診票・受診券が送付される 

▼ 

指定の医療機関または健診会場で特定健診を受診する 

▼ 

医療保険者から健診結果が通知される 

健診結果をもとに、生活習慣を改善する必要のある人
に対し、専門のスタッフが支援・アドバイスを行います 

①の肥満（腹囲：男性
85 cm 以上、女性
90cm 以上）に加え
て、②～④のうち2個
以上が当てはまるとメ
タボリックシンドローム
と診断されます 

●国民健康保険の人間ドックの対象年齢は、40歳から74
歳までとなります  
●国民健康保険の人間ドックを受ける人は、特定健診を受け
ることはできません  
　※国民健康保険の人間ドックについては、広報いせさき4
　月1日号でお知らせします 
●さくらドックは、廃止します 

メタボリックシンドローム該当者および予備群 

特定保健指導  

心臓病 

脳卒中 

死 

生
活
習

慣を
改善して予防

生
活
習

慣を
改善して予防

4月から医療制度改革により国民健康保険や社会保険などの各医療保険者
が実施する「特定健診・特定保健指導」が始まります。それに伴い、ひまわ
り健診・すこやか健診の対象者や受診方法などが変わりますので、内容を確
認して受診してください。
がん検診については、今までどおりに集団または個別の検診を実施します。

対象 40歳から74歳までの人
内容 メタボリックシンドローム該当者および予備群の人を見つ
けるための健診
※生活習慣の改善が必要と診断された人は、特定保健指導のも
と生活習慣改善に取り組んでください
検査項目 問診、身体計測（身長・体重・腹囲・ＢＭＩ）、診察、
尿検査（糖・タンパク）、血圧測定、血液検査（血中脂質・血
糖・ＨｂＡ1ｃ・肝機能、貧血）
※貧血検査は医師の判断で実施します

問い合わせ
各種特定健診 国民健康保険課（内線2194）
後期高齢者健診 年金医療課（内線2140）
生活機能評価 地域包括支援センター（蕁62－9900）
健診内容全般 健康管理センター（蕁23－6675）

赤堀保健福祉センター（蕁20－2210）
あずま保健センター（蕁62－9918）
境保健センター（蕁74－1363）
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確かな学力と豊かな心の育成を目指し、北小学校が地域交流セ
ンター「赤石楽舎」を併設して生まれ変わります。「特認校」とし
て市内全域からの通学が可能になり、「学校運営協議会」により、
地域と一体となった学校としてスタートします。
今回は、「特認校」や「学校運営協議会」、「新しい北小学校の教

育プラン」などについて説明します。
問い合わせ　学校教育課（内線2430）
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4
月
1
日
（
火
）
か
ら
、
公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
区
域
が
広
が

り
ま
す
。
こ
の
区
域
に
該
当
す
る
家
庭
や
事
業
所
な
ど
は
、
3
年
以

内
に
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
3
年
以
内
の
改
造
工
事
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
整
備
課
（
内
線
2
4
1
8
）

公
共
下
水
道
の 

供
用
開
始
区
域 
公
共
下
水
道
の 

供
用
開
始
区
域 

対
象
区
域

鹿
島
町
・
昭
和
町
・

宮
前
町
・
下
植
木
町
・
今
泉
町
一

丁
目
・
南
千
木
町
・
茂
呂
町
二
丁

目
・
美
茂
呂
町
・
茂
呂
南
町
・
山

王
町
の
各
一
部

期
間

３
月
18
日
（
火
）
か
ら
31

日
（
月
）
ま
で

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場

下
水
道
整
備
課

※
土
・
日
・
祝
日
は
本
館
１
階
宿

直
室
で
縦
覧
で
き
ま
す

〈鹿島町地区〉 

対象地域 

国
道
4
6
2
号 

中村橋中村橋 中村橋 

宗高橋宗高橋 宗高橋 

絣の郷 

税務署 

粕 

川 

県
道
香
林
羽
黒
線
 

県道桐生
伊勢崎線

 
県道桐生

伊勢崎線
 

宮前公園 

天増寺 
文化会館 

赤城神社赤城神社 赤城神社 

県道足利伊勢崎線県道足利伊勢崎線 県道足利伊勢崎線 

天増寺橋天増寺橋
 

天増寺橋
 

宮前
橋

宮前
橋 

宮前
橋 

粕
川
粕
川
 

粕
川
 

県道前橋館林線
県道前橋館林線 
県道前橋館林線 

粕
川
公
園
 

保健福祉 
事務所 

県総合教育 
センター 

伊勢崎佐波伊勢崎佐波 
医師会病院医師会病院 
伊勢崎佐波 
医師会病院 

児
童
セ
ン
タ
ー
 

い
せ
さ
き
大
橋

い
せ
さ
き
大
橋
 

い
せ
さ
き
大
橋
 

大川大川 大川 

広瀬川広瀬川 広瀬川 

南部幹線 
南部幹線 

広瀬小学校 

山王 
　 公園 
山王 
　 公園 

中
川
橋

中
川
橋
 

中
川
橋
 

〈昭和町・宮前町・下植木町地内〉 

〈美茂呂町・山王町地内〉 〈南千木町・茂呂町二丁目・美茂呂町・茂呂南町地内〉 

〈下植木町・今泉町一丁目地内〉 

県立伊勢崎 
高等学校 

茂呂茂呂 
中央公園中央公園 
茂呂 
中央公園 

南部幹線 

県
道
新
地
今
泉
線

県
道
新
地
今
泉
線
 

県
道
新
地
今
泉
線
 広

瀬
川
 

国
道
4
6
2
号
 

茂呂大橋 茂呂大橋 

昭和橋昭和橋 昭和橋 

広
瀬
公
園
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夜
の
巡
回
を
強
化
し
、
青
少
年

が
犯
罪
の
被
害
者
・
加
害
者
に
な

る
こ
と
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】
青
少
年
の
非
行
防
止
は

非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
青
少

年
補
導
員
を
班
別
に
分
け
て
夜
間

の
補
導
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
、

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
公
園
・
駅
周

辺
な
ど
を
中
心
に
巡
回
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

給
食
費
の
未
納
が
多
く
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
？

【
回
答
】
未
納
し
て
い
る
保
護
者

の
家
に
職
員
が
戸
別
訪
問
を
行
っ

た
り
、
各
学
校
や
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
電
話
お
よ
び
書
面
に
よ
る
督

促
を
行
っ
た
り
し
て
、
意
識
の
向

現
代
社
会
の
諸
課
題
を
取
り
上

げ
た
立
派
な
内
容
で
、
子
ど
も
た

ち
が
大
変
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

【
回
答
】
少
年
の
主
張
伊
勢
崎
市

大
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
の

一
員
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、
大

人
が
子
ど
も
に
対
す
る
理
解
や
認

識
を
深
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、子

ど
も
た
ち
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

上
を
促
し
、
未
納
金
の
収
納
に
鋭

意
努
め
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
2
つ
の
大
学
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
学
生
が
学
ん
で
い
ま

す
。
教
育
や
文
化
の
発
展
の
た
め

に
、
学
生
が
活
躍
で
き
る
場
所
が

も
っ
と
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
回
答
】
市
内
の
２
つ
の
大
学
（
上

武
大
学
・
東
京
福
祉
大
学
）
と
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
学
・

官
連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
国
際
交
流
事
業
・
ス
ポ
ー
ツ

事
業
・
放
課
後
学
習
援
助
・
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
支
援
な
ど
多
方
面

で
学
生
に
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
学
生
が
現
場
で
専
門
的

な
知
識
や
能
力
を
生
か
し
、
地
域

の
特
色
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
は
市

の
活
力
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市民の皆さんの意見を市政に反映させるため、本市では市政モニ

ター制度を設けています。本年度は、20人の市政モニターの皆さん

にいろいろな観点から、市政全般に対したくさんの意見や提案をい

ただきました。今回はその一部を紹介します。

問い合わせ 広報課（内線2330）

▲ 子どもに安心・安全な給食を

▲ 若い力を市政に生かして

●通学路の街灯増設

●身近な緑化の推進

●中学生・高校生の自転車のマ

ナー

●資源ごみの収集方法

●犬のふん害の対策

●雨水の利用

●空き地の雑草の対応

●フィルムコミッションへの取

り組み

●市内の文化財を守り引き継ぐ

ために

●コミュニティバスの有効活用

●犯罪の周知と注意の喚起

夜
間
巡
回
の

強
化
を

給
食
費
未
納
の

対
策
は
？

市
内
大
学
と
の

連
携
に
つ
い
て

少
年
の
主
張
を

拝
聴
し
て
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案内図

市
民
の
皆
さ
ん
が
読
書
に
親
し
み
、
読
書
の
良
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
読

書
に
関
す
る
発
表
や
展
示
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
満
載
の
、
い
せ
さ
き
読
書
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
内
線
2
4
3
2
）
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「
人
間
は
言
葉
に
よ
っ
て
の

み
人
間
に
な
る
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
言
葉
の
持
つ

影
響
力
に
は
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最

近
は
自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え

て
暴
言
を
吐
き
、
人
の
悪
口
を

言
っ
て
周
囲
を
不
快
に
す
る
人

間
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

仏
教
で
は
無
財
の
施
し
と
い

う
教
え
が
あ
り
ま
す
。
施
し
と

い
う
と
お
金
や
物
を
も
っ
て
す

る
こ
と
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

た
と
え
財
産
が
無
く
て
も
、
人

に
対
し
て
７
つ
の
施
し
が
で
き

る
と
い
う
の
で
す
。

そ
の
中
に
、
眼が

ん

施せ

（
優
し
い

ま
な
ざ
し
で
人
と
接
す
る
）、

和わ

顔が
ん

悦え
つ

色し
き

施せ

（
微ほ

ほ

笑
み
を
た
た

え
る
）、
言ご

ん

辞じ

施せ

（
優
し
い
言

葉
を
か
け
る
）
と
い
う
３
つ
の

施
し
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
一
見
当
た
り
前
の
こ
と
の

よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
こ
れ
ほ

ど
人
間
同
士
の
絆き

ず
な

を
強
め
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

言
葉
は
単
に
意
志
を
伝
え
る

だ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
ナ
イ

フ
の
よ
う
に
人
の
心
を
傷
つ
け

る
怖
い
道
具
に
変
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
傷
つ
い

た
心
は
容
易
に
元
に
戻
る
と
は

限
ら
ず
、
相
手
の
命
を
奪
う
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
対
し
、
優
し
い
ま
な

ざ
し
や
笑
顔
を
伴
っ
た
優
し
い

言
葉
は
、
人
の
心
を
和
ま
せ
、

相
互
の
信
頼
感
を
つ
く
り
出
し
、

日
々
の
人
間
関
係
を
円
滑
に
し

ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
人
間
は
一

人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
動
物
で

す
か
ら
、
相
互
に
助
け
合
う
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
そ
の

基
盤
は
愛
に
支
え
ら
れ
た
言
葉

で
あ
り
、
人
間
関
係
で
も
あ
り

ま
す
。

住
み
よ
い
ま
ち
は
、
良
好
な

人
間
関
係
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

ま
す
。
そ
う
し
た
人
間
関
係
を

構
築
す
る
た
め
に
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
、
厳
し
い
生
活
に

直
面
し
な
が
ら
も
、
優
し
い
ま

な
ざ
し
を
心
に
生
き
た
い
も
の

で
す
。

（
人
権
課
）

きずこうよ　みんななかよく　笑顔の世界（北二小　吉沢　紗季さん）

固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋
お
よ
び
償
却
資
産
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
る
税
金
で
す
。
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
と
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

資
産
税
課
（
内
線
2
2
3
4
）
ま
た
は

各
支
所
税
務
課
（
4
月
1
日
以
降
は
各
支
所
納
税
推
進
室
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
土
地
・
家
屋
の
う
ち
、

納
税
義
務
者
自
身
が
所
有
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
、
課
税
内
容
な

ど
を
確
認
で
き
ま
す
。

※
５
月
９
日
（
金
）
に
発
送
予
定

の
納
税
通
知
書
に
も
課
税
台
帳
と

同
じ
内
容
が
記
載
さ
れ
ま
す

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
土

地
・
家
屋
の
評
価
額
な
ど
を
確
認

で
き
ま
す
。

※
償
却
資
産
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

※
土
地
だ
け
を
所
有
し
て
い
る
人

は
土
地
だ
け
、
家
屋
だ
け
を
所
有

し
て
い
る
人
は
家
屋
だ
け
を
縦
覧

で
き
ま
す

●
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・

評
価
額

●
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

所
在
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構

造
・
床
面
積
・
評
価
額

＊
　
　
　
＊

閲
覧
・
縦
覧
い
ず
れ
も

期
間

４
月
１
日
（
火
）
か
ら
６

月
２
日
（
月
）
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場

本
庁
本
館
５
階
第
２
会
議

室
・
各
支
所
納
税
推
進
室

対
象

①

本
市
の
固
定
資
産
税
の
納
税

義
務
者
・
納
税
者
ま
た
は
同
居

の
親
族

②

納
税
義
務
者
・
納
税
者
の
委

任
を
受
け
た
人

③
　
納
税
管
理
人

※
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

は
納
税
者
だ
け
が
縦
覧
で
き
ま
す

手
数
料

無
料

用
意
す
る
物

本
人
を
確
認
で
き

る
物
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険

証
な
ど
）、
委
任
を
受
け
た
人
は

委
任
状

会
場

資
産
税
課
・
各
支
所
納
税

推
進
室

※
誰
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

※
縦
覧
期
間
中
（
４
月
１
日
か
ら

６
月
２
日
ま
で
）
は
本
庁
本
館
５

階
第
２
会
議
室
で
閲
覧
で
き
ま
す

固
定
資
産

課
税
台
帳
の
閲
覧

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

平
成
20
年
度
用

路
線
価
、
標
準
宅
地
の

位
置
・
価
格
を
公
開
し
ま
す



期日 3月16日（日）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 5歳以上の子どもと父親
※お母さんも参加できます
定員 8組（先着順）
内容 ソーセージと野菜をパンにはさん
だカラフルドックな
どを作って食べます
参加料 1組100円
申し込み 3月9日（日）から

期日 3月21日（金）
時間 午前10時30分～11時30分
対象 幼児とその保護者
内容 お別れ会をします
申し込み 開始30分前から

期日 3月22日（土）
時間 午後2時～3時
※お父さんの参加を歓迎します
内容 手をくるくる回しながら降りてく
るロボットを紙コップで作ります
申し込み 開始10分前から

期日・時間
●3月11日（火）＝午前11時開始
●3月22日（土）＝午後2時30分開始
内容 「たんぽぽの会」の皆さんによる
絵本や紙芝居の読み聞かせ

期間 3月17日（月）から31日（月）ま
で
時間 午前10時～午後5時30分
内容 牛乳パックに飾り付けをして、バ
ッグを作ります

期日 3月15日（土）
時間 午前10時開始
対象 ベーゴマを回せる人
内容 みんなでベーゴマ勝負をします。
優勝者には賞品が出ます
申し込み 3月5日（水）から直接または
電話で

期日 3月26日（水）
時間 午後2時～3時30分
対象 小学生以上
定員 20人
参加料 100円
申し込み 3月10日（月）から直接また
は電話で

施設の概要 和室・図書コーナー・ゆう
ぎ室・卓球・バドミントン・サッカ
ー・バスケットボールなど

期日 3月15日（土）
時間 午後2時開始
内容 「だるまちゃんがころんだ」の皆さ
んによる大型絵本の読み聞かせ

期日 3月16日（日）
時間 午後2時開始
対象 親子
※お父さんの参加を歓迎します
定員 10組（先着順）
内容 トイレットペーパーのしんと、電
池を使って転がるおもちゃを作ります
用意する物 使用済みの単2電池1本また
は単3電池2本
申し込み 3月8日（土）から直接または
電話で

期日 3月22日（土）
時間 午後2時開始
対象 小学生以上
定員 20人（先着順）
内容 絵を描いたり、シールを張り付け
たりしてマグカップを作ります
参加料 400円
申し込み 3月15日（土）から直接また
は電話で
※マグカップは焼いて仕上げるため、
受け取りは1週間ほど後になります

今月の投影番組
テーマ 春の星空たんけん隊
投影時間 土・日曜日＝午前11時・午後
1時30分・4時の3回

施設の概要 図書室・ゆうぎ室・卓球・
バドミントン・サッカー・バスケット
ボールなど

11

プラネタリウム

読み聞かせ

わいわいクラブ～木のパチンコ作り～

牛乳パックでエコバッグ作り
サンデーパパ

オリジナルマグカップ作り

読み聞かせ

ベーゴマ大会

パパといっしょにあそぼう

あそびの教室

みんなで遊ぼう！「くるくるロボットを作ろう！」
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２月６日、「交通バリアフリー教室」がいせ
さき市民のもり公園で開催されました。
４月から運行を開始するコミュニティバ
ス「あおぞら」を使い、実際に車いすでの
乗降体験なども行なわれ、交通環境に配
慮したまちづくりの大切さを確認しました。 

バリアフリーな 
　  まちづくりへ向けて 

▲ 内山コトさん（曲輪町）

▲ 車いすやベビーカーでの乗り降りも安全で安心に

▲ 松村静枝さん（市場町一丁目）

蜻

中
島
ふ
い
さ
ん
（
境
萩
原
）

百歳の誕生日を迎えた皆さんが、矢内市長
の慶祝訪問を受けました。生きがいを持っ
て毎日を楽しんできた中島ふいさん、規則
正しい生活と丁寧な行いに気を配ってきた
松村静枝さん、また、きちんとした生活を
送ってきた内山コトさん。皆さんの長寿の
秘けつは、生き方と心がけにありました。 

百歳ばんざい 
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▲ ワニの「わ」、見つけたよ

２月５日、「ジャンボカルタ
大会」が赤堀南児童館で行
われました。参加した子ど
もたちは、カラフルな絵柄
の手作りジャンボカルタを
見て大喜び。一緒に来たお
母さんに、取ったカルタをう
れしそうに見せていました。 

カルタ何枚取れるかな？ 

１月19・20日、「小学生が
描いた旧森村家住宅写生画
展」が同住宅で開催されま
した。宮郷第二小学校の児
童たちが描いた貴重な歴
史的建造物の写生画111点
が展示され、訪れた人たち
の目を楽しませていました。 

豪農屋敷の面影を今に 

１月27日、「人権について考
える集い」が文化会館で開
催されました。谷元昭信さ
んの講演や隣保館などで活
動しているサークルの事業
成果の発表、人権啓発パネ
ル展、市内の小・中学生によ
る人権啓発ポスター優秀作
品の展示が行われました。 

人権への理解を深める 

▲ 展示された作品に見入る来場者

▲ 谷元昭信さんによる講演

１月27日、「市上毛かるた競
技大会」が市民プラザで開催
され、11地区の予選を勝ち抜
いた小・中学生が、個人戦と団
体戦に分かれて熱戦を繰り広
げました。参加した皆さんは、
読み手の言葉に集中し、勢い
よく絵札を取り合っていました。 

上
毛
か
る
た
大
会
 

▲ 絵札を取り合う選手たち

２月４日から22日まで、「スケート
教室」が伊勢崎スケートセンター
で開講されました。初めて体験す
る子どもも多く、最初はおどおど
としていましたが、慣れるのはあ
っという間。すぐに笑顔を浮かべ
ると、思い思いに滑っていました。 

リ
ン
ク
の
上
を
 

　
　
す
い
す
い
と

▲ 転ばないように少しずつ前に

２月３日、「第３回市民ボランティ
アフェスティバル」が絣の郷で開催
されました。ボランティア意識調査
の研究発表や医師で落語家の中島
英雄さんによる講演と落語などが
行われ、来場者はボランティア活
動への理解を深めていました。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　
　
種
を
ま
こ
う

蜻

手
話
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表



■伊勢崎市役所 　24－5111 
■赤堀支所 　62－1151 
 
■火災情報案内 　018－099－2999

■あずま支所 　62－1311 
■境支所 　74－1111 
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戦
後
の
日
本
社
会
で
、
性
別
は

ど
の
よ
う
な
意
味
や
影
響
を
持
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に

は
、
何
か
問
題
は
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
も
う
一
度
、
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

期
日

３
月
14
日
（
金
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

絣
の
郷
（
市
民
交
流
館
）

定
員

50
人

テ
ー
マ

男
女
共
同
参
画
社
会
を

つ
く
る

講
師

内
藤
和
美
さ
ん
（
群
馬
パ
ー

ス
大
学
教
授
）

参
加
料

無
料
　

問
い
合
わ
せ

人
権
課
（
内
線
２

１
２
０
）

期
日

４
月
３
日
（
木
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

境
島
村
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
学
の
小

学
生

※
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

風
船
を
使
っ
て
動
物
な
ど

を
作
っ
て
遊
び
ま
す

講
師

飯
塚
千
砂
さ
ん

参
加
料

２
０
０
円
（
風
船
・
ポ

ン
プ
代
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

３
月

10
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
境
島
村
公
民
館
（
蕁
（74）
９
３
４

５
）

期
日

３
月
23
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

会
場

あ
ず
ま
ホ
ー
ル
・
あ
ず
ま

公
民
館

内
容

●
無
声
映
画
会

出
演
＝
麻
生
八や

咫た

・
子こ

八や

咫た

さ
ん
（
活
弁
士
）

●
講
演
会
　
講
師
＝
高
橋
敏
さ
ん

（
歴
史
研
究
家
）

●
資
料
展
示
　
忠
治
ゆ
か
り
の
品

や
関
係
資
料

●
八
木
節
の
演
奏
や
忠
治
サ
ミ
ッ

ト
、
煮
ぼ
う
と
う
の
販
売
な
ど

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

市
観
光
協
会
（
文

化
観
光
課
内
、
内
線
３
３
３
５
）

障
害
者
（
児
）
を
持
つ
家
族
が

集
い
、
日
ご
ろ
の
悩
み
や
喜
び
に

つ
い
て
話
し
合
う
場
で
す
。

期
日

３
月
13
日
（
木
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樫
の

木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
蕁
（30）
５
０
１

１
）

期
日

３
月
13
日
（
木
）

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
１
時
30
分

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

販
売
品

中
古
衣
類
・
寄
贈
品
・

農
産
物
・
手
作
り
菓
子
な
ど

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー

チ
の
会
事
務
局（
蕁
（21）
９
１
１
２
）

期
日

３
月
15
日
（
土
）
・
16
日

（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場

北
公
民
館

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

市
蘭
恵
愛
好
会
会

長
の
石
田
安
金
さ
ん
（
蕁
（26）
３
２

１
４
）

お

し

ゃ

べ

り

会

福

祉

バ

ザ

ー

男
女
共
同
参
画
講
座

春
の
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室

国
定
忠
治

フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

第
43
回

春

蘭

展

講
座 

催
し 

電
球
形
蛍
光
ラ
ン
プ
は
家
計
に

や
さ
し
い
省
エ
ネ
器
具
で
す
。

54
Ｗ
の
白
熱
電
球
と
同
じ
明
る

さ
の
12
Ｗ
の
電
球
形
蛍
光
ラ
ン
プ

を
比
較
す
る
と
、
そ
の
寿
命
は
白

熱
電
球
の
約
６
倍
。
電
気
代
は
４

分
の
１
以
下
で
す
。

白
熱
電
球
用
の
ソ
ケ
ッ
ト
に
取

り
付
け
ら
れ
る
電
球
形
蛍
光
ラ
ン

プ
は
、
価
格
は
高
め
で
す
が
、
電

気
代
が
少
な
く
て
済
み
、
結
果
的

に
は
お
得
で
す
。

電
球
形
蛍
光
ラ
ン
プ
に
取
り
替

え
る
と
、
１
日
９
時
間
使
用
し
た

場
合
、
年
間
で
84
kWh
の
消
費
電
力

量
の
省
エ
ネ
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
二
酸
化
炭
素
34

４
㎏
の

削
減
に
つ
な
が
り
、
金
額
に
す
る

と
約
１
、
８
５
０
円
の
節
約
に
な

り
ま
す
。

点
灯
時
間
を
短
く
し
た
り
、
器

具
の
掃
除
を
し
た
り
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
白
熱
電
球
を
使
用
し

て
い
る
ご
家
庭
は
、
電
球
形
蛍
光

ラ
ン
プ
に
取
り
替
え
て
省
エ
ネ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
（
内

線
３
４
０
４
）

電
球
形
蛍
光
ラ
ン
プ
に

取
り
替
え
ま
し
ょ
う

献血にご協力ください
～全血献血（200ml・400ml）～

期日 3月18日（火）
時間 午前9時30分～正午
会場 赤堀支所
問い合わせ 赤堀支所福祉課

（蕁62－9792）

・
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期
日

３
月
23
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

南
部
運
動
場
（
豊
受
公
民

館
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

対
象

市
内
に
在
住
の
18
歳
以
上

※
初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す

参
加
料

無
料

※
ピ
ッ
チ
ン
グ
ウ
ェ
ッ
ジ
を
お
持

ち
の
人
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み

当
日
午
前
９
時
ま
で

に
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
飯
島
さ
ん
（
蕁

（32）
２
４
０
５)

期
日

３
月
29
日
（
土
）

時
間

７
時
30
分
開
始
（
午
後
６

時
30
分
受
付
開
始
）

会
場

コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

伊
勢
崎
（
宮
子
町)

対
象

自
己
管
理
が
で
き
、
体
調

を
整
え
参
加
で
き
る
人

内
容

ス
イ
ム
３
０
０
ｍ
・
バ
イ

ク
８
㎞
・
ラ
ン
２
㎞

※
初
心
者
の
た
め
の
３
人
１
組
に

よ
る
各
パ
ー
ト
リ
レ
ー
方
式
も
あ

り
ま
す

参
加
料

コ
ナ
ミ
ス
ポ
ー
ツ
伊
勢

崎
店
会
員
＝
５
０
０
円
、
コ
ナ
ミ

ス
ポ
ー
ツ
他
店
会
員
＝
１
、
０
０

０
円
、
非
会
員
＝
１
、
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

３
月

23
日
（
日
）
ま
で
に
パ
ワ
ー
キ
ッ

ズ
（
蕁
（23）
９
０
８
０
）

期
間

３
月
27
日
（
木
）
か
ら
30

日
（
日
）
ま
で

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場

あ
ず
ま
ウ
オ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド

対
象

市
内
に
在
住
・
在
学
の
新

小
学
１
年
生
か
ら
新
６
年
生

定
員

30
人

内
容

個
人
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

た
ク
ラ
ス
別
の
レ
ッ
ス
ン
で
す

申
し
込
み

家
族
の
人
が
３
月
17

日
（
月
）
午
後
７
時
か
ら
７
時
30

分
ま
で
の
間
に
あ
ず
ま
公
民
館
へ

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
そ
の
場

で
抽
選
を
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ

あ
ず
ま
体
育
館（
蕁

（62）
７
２
７
１
）

３
月
29
日
（
土
）
・
30
日
（
日
）

は
、「
小
学
生
の
た
め
の
初
心
者

水
泳
教
室
」
開
催
の
た
め
、
午
前

中
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

正
午
か
ら
午
後
５
時
ま
で
は
通

常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

あ
ず
ま
体
育
館（
蕁

（62）
７
２
７
１
）

赤
堀
地
区
内
の
法
人
な
ど
に
適

用
さ
れ
て
い
る
標
準
税
率
の
経
過

措
置
は
、
３
月
31
日
（
月
）
で
終

了
し
ま
す
。

４
月
１
日
（
火
）
か
ら
は
、
制

限
税
率
に
よ
り
申
告
・
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
税
課
（
内
線

２
２
２
１
）

就
業
（
内
職
）
相
談
は
、
３
月

28
日
（
金
）
で
終
了
し
ま
す
。

求
人
情
報
は
、
ワ
ー
ク
広
場
い

せ
さ
き
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
ワ
ー
ク
広
場
い
せ
さ
き
】

●
パ
ソ
コ
ン
用
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
-isesaki.co

m

●
携
帯
電
話
用
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
-isesaki.co

m
/m

問
い
合
わ
せ

商
工
労
働
課
（
内

線
３
３
５
３
）

小

学

生

の

た

め

の

初

心

者

水

泳

教

室

市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
大
会

就
業
（
内
職
）
相
談
が

終
了
し
ま
す

法
人
市
民
税
の
経
過
措
置

が
終
了
し
ま
す

あ
ず
ま
ウ
オ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド

利
用
時
間
を
変
更
し
ま
す

イ
ン
ド
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

記

録

会

お
知
ら
せ 

ス
ポ
ー
ツ 

休日の漏水修繕などについては、竜宮浄水場
（蕁24ー1760）または下記の水道指定工事店
へ連絡してください。

3月20日（祝）
3月22日（土）
3月23日（日）
3月29日（土）
3月30日（日）

中西工業（株）
（有）穂詮設備工業
豊鉄水工業（株）
小倉設備興業（株）
（株）栗原建設

蕁25－5900
蕁32－0875
蕁32－1526
蕁25－2915
蕁25－6720

4月から導入されるコミュニティバス「あお
ぞら」の試乗会を開催します。新型車両の紹介
や車いすによる利用方法などの説明もあります
ので、ぜひ、お越しください。

期日・時間・会場
●市役所本庁＝3月12日（水）午後2時～4時
●あずま支所＝3月13日（木）午前10時～正午
●境支所＝3月13日（木）午後2時～4時
●伊勢崎駅
＝3月14日（金）午前8時～10時
●赤堀支所＝3月14日（金）午後2時～4時
●ベイシア西部モール店（宮子町）
＝3月16日（日）午前10時～正午
●西友楽市伊勢崎茂呂店（南千木町）
＝3月16日（日）午後1時～3時
問い合わせ 交通政策課（内線3454）

◆第29回サンケイスポーツ杯争奪戦 

◆【場外発売】ＧⅠ開設56周年記念グランプリレース（川口） 

◆第29回デイリースポーツ杯争奪戦 

◆【場外発売】共同通信社杯ＧⅠプレミアムカップオートレース（山陽） 
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期
日

５
月
18
日
（
日
）

時
間

午
前
６
時
40
分
出
発

※
市
役
所
（
本
庁
）
集
合

※
午
後
11
時
帰
着
予
定

対
象

市
内
に
在
住
の
母
子
・
父

子
家
庭
の
親
子

定
員

３
０
０
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で
す

参
加
料

大
人
＝
５
、
０
０
０
円
、

中
学
生
・
高
校
生
＝
３
、
５
０
０
円
、

小
学
生
以
下
＝
２
、
５
０
０
円

※
バ
ス
代
・
入
場
料
・
保
険
料
を

含
み
ま
す

※
市
母
子
会
の
会
員
以
外
の
大
人

は
７
、
０
０
０
円
で
す

申
込
方
法

往
復
は
が
き
を
使
用
。

往
信
用
は
が
き
の
裏
面
に
住
所
・

全
員
の
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
市
母
子
会
の
会
員
か
ど
う

か
を
記
入
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
返
信
用
は
が
き
の
表
面
に
返
信

先
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い

あ
て
先

〒
３
７
９
―
２
２
３
４

東
小
保
方
町
３
２
４
３
―
２
　
社

会
福
祉
協
議
会
あ
ず
ま
支
所

申
込
締
切
日

３
月
31
日
（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会

あ
ず
ま
支
所
（
蕁
（20）
２
６
６
６
）

ま
た
は
市
母
子
会
会
長
の
大
沢
さ

ん
（
蕁
（24）
７
９
２
８
）

平
成
20
年
度
か
ら
年
４
回
（
４

月
・
７
月
・
10
月
・
１
月
）
定
期

募
集
を
行
い
ま
す
。
入
居
予
定
者

は
公
開
抽
選
に
よ
り
選
定
し
ま
す
。

募
集
要
領
は
、
４
月
１
日
（
火
）

か
ら
県
住
宅
供
給
公
社
・
各
土
木

事
務
所
・
市
住
宅
課
で
配
布
し
ま
す
。

募
集
期
間

４
月
１
日
（
火
）
か

ら
15
日
（
火
）
ま
で

対
象

住
宅
に
困
窮
し
親
族
と
入

居
す
る
人

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す

※
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
の
単
身

入
居
者
の
資
格
な
ど
は
、
募
集
要

領
を
ご
覧
く
だ
さ
い

募
集
住
宅

所
在
地
・
募
集
戸
数

家
賃
・
間
取
り
な
ど
は
、
募
集
要

領
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
込
方
法

４
月
15
日
ま
で
に
必

要
書
類
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い

※
当
日
消
印
有
効

あ
て
先

〒
３
７
１
―
０
０
２
５

前
橋
市
紅
雲
町
１
―
７
―
１
２

県
住
宅
供
給
公
社

問
い
合
わ
せ

県
住
宅
供
給
公
社

（
蕁
０
２
７
―
２
１
０
―
６
６
３
４
）

根菜類を使った、体
が温まるレシピを紹
介します。一度にた
くさんの野菜が取れ
て栄養満点です。 

生サケ切り身 ・・・・・・・・・・・２切れ 
カブ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小４個 
ニンジン・・・・・・・・・・・・・・・ １／２本 
タマネギ ・・・・・・・・・・・・・・中１個 
ジャガイモ ・・・・・・・・・・・・・・中１個 
パセリ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量 

無塩バター ・・・・・・・・・・・大さじ１ 
クリームシチューの素 ・・・・・１５ｇ 
ホワイトルウ ・・・・・・・・・・・大さじ２ 
牛乳 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８０ｃｃ 
白コショウ ・・・・・・・・・・・・・・・・少々 

コーンを入れると、

甘みが増していっ

そうおいしくなり

ますよ。 

笊　ニンジン・ジャガイモ・カブは乱切り、タ
マネギは厚切りにし、パセリはみじん切りに
しておく。サケは一口大に切る。 
笆　鍋でバターを熱し、ニンジン・ジャガイモ・
タマネギを入れ、さっといためる。  
笳　笆に水を適量入れ、カブを加え、柔らかく
なるまで煮込む。 
笘　カブに火が通ったら、牛乳・ホワイトルウ・
クリームシチューの素を加え、サケを入れて
さらにじっくり煮込む。 
笙　最後に白コショウで味を調え、パセリを散
らして、できあがり。 

募
集 

市
母
子
会
親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
旅
行

参
加
者
募
集

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

日時 3月19日（水） 午後2時開始
会場 本庁本館3階第2応接室
定員 7人（先着順）
申し込み 当日の午後1時40分から直接会場で
問い合わせ 教育委員会総務課（内線2423）

教育委員会3月定例会 
傍聴しましょう  

・

パブリックコメント手続の
結果を公表しています

市地域省エネルギービジョン（原案）に対す
るパブリックコメント手続の結果を公表してい
ます。
詳しくは、本庁・各支所の市民情報コーナー

で、または市ホームページをご覧ください。
問い合わせ 環境保全課（内線3404）
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あずま図書館 

境図書館 

赤堀図書館 

今月の休館日 

伊勢崎市図書館 

本の宅配サービスを行っています 

■おはなしタイム
期日 ３月８日（土）
時間 午後２時30分開始
会場 視聴覚室
内容 「しろつめ草の会」の皆さんによる
絵本や紙芝居の読み聞かせやエプロンシ
アターなど

■名作映画劇場
「スーパーマンⅡ」
期日 ３月12日（水）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■アニメシアター
「チキン・リトル」
期日 ３月16日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

■名作シアター
「スーパーマン・リターンズ」
期日 ３月23日（日）
時間 午後１時30分開始
会場 視聴覚室

期日 原則として第１・３木曜日
借りられる期間 ２週間
※次に読みたい人がいなければ、1
度だけ延長することができます

対象 介護保険制度で要介護
認定を受けているか70歳以
上で、図書館に行くことが
困難な人

借りられる資料 図書は５冊まで、Ｃ
Ｄ・ビデオ・ＤＶＤは合わせて３点
までです。読みやすい大活字本も宅
配します

申込方法 各図書館にある宅配サービ
ス申込用紙に住所・氏名を記入し、
要介護認定証・老人手帳などの写し
を添えて申し込んでください（代理
人でも構いません）
※詳しくは各図書館へお問い合わせ
ください

■としょかんこども会
期日 ３月８日（土）
時間 午後２時開始
会場 １階児童室
内容 「だるまちゃんがころんだ」の皆さ
んによる絵本や紙芝居の読み聞かせ

■おはなし会
期日 土曜日
時間 午後２時開始
会場 １階児童室
内容 子どもボランティアと職員による絵
本や紙芝居の読み聞かせ

■「たんぽぽの会」の皆さんによる楽しい
工作と読み聞かせ

期日 ３月８日（土）
時間 午前11時開始
会場 境絹の館（境図書館隣）

■こども映画会
「アタゴオルは猫の森」
期日 ３月22日（土）
時間 午後２時開始
会場 講座室
内容 アタゴオルは、２本足で歩き言葉を
話す猫たちと人間たちが共存する不思議
な世界。ある日お騒がせ猫のヒデヨシが
封印された禁断の箱を開けてしまった！

■星に願いを
期日 ３月８日（土）
時間 午後１時30分開始
会場 赤堀芸術文化プラザ
内容 ピアノ演奏・歌・朗読の公演です。
終了後に雑誌の無料配布をします

■子ども放送局
期日 土曜日
時間 午前11時～11時45分

（第１・４土曜日は正午まで）
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

伊勢崎市図書館
水曜日と20日（祝）と27日（館内整理日）

赤堀図書館
第1・3火曜日と28日（館内整理日）

あずま・境図書館
月曜日と20日（祝）と28日（館内整理日）

市民プラザ図書室
第2・4火曜日
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福山真魚さん 
（上武大学ビジネス情報学部2年） 

ま　　お 

箱
根
に
か
け
る
思
い 

019

年
チ
ー
ム
で
出
場
す
る
た
め
に
も
、

こ
の
経
験
を
チ
ー
ム
に
持
ち
帰
り

た
い
」
と
い
う
思
い
が
箱
根
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
最
長
区
間
で
あ

る
山
登
り
の
５
区
を
任
さ
れ
ま
し

た
。
９
位
で
襷
を
受
け
ス
タ
ー
ト

す
る
と
、
沿
道
の
応
援
の
多
さ
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
道
路
脇
に
は

人
垣
が
三
重
に
も
四
重
に
も
で
き

て
い
て
、
声
援
が
怒
号
に
聞
こ
え

る
ほ
ど
大
き
か
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
ま
る
で
夢
の
中
を
走
っ

て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
、
走
っ
て

い
る
実
感
が
で
て
き
た
の
は
、
ゴ
ー

ル
ま
で
あ
と
３
km
と
い
う
と
こ
ろ

で
し
た
。
最
後
の
力
を
振
り
絞
り

ゴ
ー
ル
す
る
と
、
選
抜
チ
ー
ム
の

め
に
熊
本
か
ら
上
武
大
学
へ
進
学

を
決
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
実
は
厳
し
く
、
入

部
し
た
年
の
予
選
会
は
13
位
と
い

う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
創
部

４
年
目
と
な
り
戦
力
が
充
実
し
た

昨
年
も
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
同
じ

く
13
位
。
自
分
の
力
の
無
さ
を
実

感
し
た
と
と
も
に
、
予
選
会
の
厳

し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
個
人
と
し
て
は
関
東

学
連
選
抜
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
、
箱

根
駅
伝
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
母
校
の
襷た

す
き

で
な
く
、
学

連
選
抜
の
白
く
味
気
の
な
い
襷
を

肩
に
か
け
て
走
る
と
い
う
の
は
不

本
意
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
箱

根
を
経
験
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
。
来

テ
レ
ビ
放
映
が
始
ま
っ
て
か

ら
と
い
う
も
の
、
す
っ
か
り
日

本
人
に
と
っ
て
正
月
の
恒
例
行

事
と
な
っ
た
箱
根
駅
伝
。
日
本

全
国
の
高
校
生
ラ
ン
ナ
ー
は
皆
、

こ
の
夢
の
舞
台
を
走
る
こ
と
を

志
し
、
遠
い
故
郷
か
ら
関
東
圏

へ
出
て
き
ま
す
。
私
も
そ
ん
な

中
の
一
人
で
、
箱
根
を
走
る
た

本
市
の
大
学
生
が
日
ご

ろ
学
ん
で
い
る
こ
と
や

考
え
て
い
る
こ
と
、
将

来
の
夢
な
ど
を
文
章
で

つ
づ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

メ
ン
バ
ー
が
笑
顔
で
私
を
迎
え
て

く
れ
、
私
も
苦
し
い
の
を
忘
れ
笑

顔
で
そ
れ
に
応
え
ま
し
た
。
終
わ

っ
て
み
れ
ば
学
連
選
抜
は
往
路
４

位
、
私
は
５
人
抜
き
の
走
り
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
で
、
以
前
よ
り
一

層
箱
根
へ
の
思
い
が
強
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は
予
選

を
突
破
し
、
来
年
の
正
月
は
大
手

町
で
上
武
大
学
の
校
歌
を
歌
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
チ
ー
ム
一
丸
と

な
り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
に
と
っ
て

の
第
二
の
ふ
る
さ
と
、
伊
勢
崎
市

の
皆
さ
ん
に
誇
り
に
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
走
り
を
お
見
せ
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

期間 3月14日（金）か

ら16日（日）まで

内容 大観覧車ひまわり・

ジェットコースター・メ

リーゴーランド・スーパー

シューティングライド・

マジカルグライダーを午

後9時まで営業し、ライ

トアップで園内を演出し

ます。また、午後5時からは、観覧車をご利用の先

着100人とスーパーシューティングライドで

30,000点以上得点した人にプレゼントを差し上げ

ます

※天候により時間・内容などは変更になる場合が

あります

特別障害者手当・障害児福祉手当

手続きはお済みですか

在宅で生活をしている重度障害児・者に対して、次

の手当ての制度があります。該当する人は忘れずに手

続きをしてください。なお、所得制限などの条件があ

りますので、詳しくはお問い合わせください。

【特別障害者手当】

対象 在宅で著しく重度の障害の状態にあるため、日

常生活に常時介護を必要とする20歳以上の人

※社会福祉施設に入所している人や病院に3か月を

超えて入院している人は除きます

支給月額 26,440円

【障害児福祉手当】

対象 在宅で生活し、日常生活に常時介護を必要とす

る20歳未満の人

※社会福祉施設に入所している人は除きます

支給月額 14,380円

※特別児童扶養手当と一部併給できます

特別障害者手当・障害児福祉手当

受給者におむつを給付します

特別障害者手当と障害児福祉手当の受給者に、月額

3,000円分まで、紙おむつを給付します。

※高齢者の給付事業または日常生活用具でおむつを

受給している人は重複して受給できません

＊　　　　　　＊

いずれも

問い合わせ 障害福祉課（内線2167）

または各支所福祉課
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期
日

４
月
８
日（
火
）・
18
日（
金
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
９
時
30
分

※
８
日
は
、
受
付
時
間
内
に
ビ
デ

オ
を
上
映
し
ま
す

会
場

赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

も
う
す
ぐ
お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん
に
な
る
人

定
員

25
組
程
度
（
先
着
順
）

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
別
の

会
場
へ
の
参
加
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い

内
容

８
日
＝
お
産
の
経
過
や
補

助
動
作
・
沐も

く

浴よ
く

実
習
・
妊
婦
体
験

な
ど
、
18
日
＝
講
義
「
妊
娠
中
か

ら
の
食
生
活
」
・
先
輩
マ
マ
と
の

交
流

用
意
す
る
物

８
日
＝
バ
ス
タ
オ

ル
・
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

は
毎
回

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

赤
堀

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

母
乳
が
足
り
て
い
る
か
、
ほ
乳

量
を
量
り
た
い
、
卒
乳
し
た
い
な

ど
、
母
乳
に
つ
い
て
の
心
配
ご
と

に
助
産
師
が
お
答
え
し
ま
す
。

期
日

３
月
28
日
（
金
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
10
時

※
電
話
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す

会
場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

用
意
す
る
物

母
子
健
康
手
帳
・

タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

精
神
科
の
薬
の
上
手
な
飲
み
方
、

効
果
や
副
作
用
に
つ
い
て
、
分
か

り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

期
日

３
月
18
日
（
火
）

時
間

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
（
今

泉
町
一
丁
目
）

講
師

川
原
伸
夫
さ
ん
（
精
神
科

医
師
）

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
娠
し
た
人
に
母
子
健
康
手
帳

を
交
付
し
ま
す
。

交
付
場
所

各
保
健
セ
ン
タ
ー
、

市
民
課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

宮
子

問
い
合
わ
せ

各
保
健
セ
ン
タ
ー

母

乳

相

談

両

親

学

級

こ

こ

ろ

の

講

演

会

〜
精
神
科
の
薬
に
つ
い
て
〜

・

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

結核ってどんな病気？
結核菌を直接吸い込むことで感染し、主に肺に炎症を起こす

病気です。昭和20年代までは｢国民病｣といわれ死亡原因の第1

位でしたが、治療薬の開発や生活水準の向上で「過去の病気」

と考えられるほどに減ってきました。

ところが、現在の高齢者は、若いころに結核の流行を経験し

ているため、すでに結核に感染している人が多く、体力や抵抗

力が低下したときに眠っていた菌が目を覚まし、発病しやすく

なります。また、結核の初期症状は風邪と似ているため、発病

に気付かないまま生活しているうちに、若い世代に感染し、集

団感染につながる危険性が高くなっています。

結核の5つの症状
咳・痰

たん

・発熱・痰に血が混じる・胸が痛む

2週間以上たっても咳が治まらない場合は、結核を疑って検

査を受けましょう。

日ごろからの予防
●抵抗力をつけましょう

①バランスの良い食事をとる

②十分な睡眠と休養をとる

③適度な運動を楽しむ

④乾布マッサージなどで皮膚を鍛える

⑤ストレスをため込まない

●生後3か月から6か月までにBCG接種しましょう

接種することで発病率が低くなり、発病しても症状を軽くす

ることができます。

●年に1度はレントゲン検診を受けましょう

4月からレントゲン検診が始まります。対象となる人には結

核・肺がん検診受診票を送付しますので、受診してください。

※40歳から64歳までの人は肺がん検診として実施します。

昨年度の本市のがん死亡で、最も多いのは肺がんです。早期

に発見できれば治る可能性が高くなります。結核対策として

だけではなく、検診を受け、がんの早期発見にも努めましょう

【健康川柳紹介】

健康は　明るく生きる　努力から（北千木町　清水俊昭さん）

結核 
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～正しく知って 
　　早期発見・発病予防～ 

休日当番接骨院
●3月9日（日）

●3月16日（日）

●3月20日（祝）

●3月23日（日）

●3月30日（日）

萩原接骨院
ハポス接骨院
萩原接骨院
田部井接骨院
福田接骨院
三輝接骨院
むつみ接骨院
三村接骨院
原田接骨院
常見接骨院

蕁23－2825
蕁74－2000
蕁25－2512
蕁74－2309
蕁24－8231
蕁63－5568
蕁31－3944
蕁74－0536
蕁24－6713
蕁74－5070
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新しいコミュニティバ
ス「あおぞら」の運行が、
4月1日から始まります。
鮮やかなブルーの外観

が特徴的なこのバスには、
皆さんが利用しやすい工
夫がたくさん詰まってい
るとともに、環境に配慮
した機能も備えられてい
ます。また、より使いや
すいバスを目指して、路
線や便数、運行時刻の検
討も重ねられています。
暖かくなったら、乗り

物が大好きな2歳の息子
と「あおぞら」に乗って、
どこかに出かけるのが楽
しみです。 （秀）

誰もが主役の音楽会（北第二小学校）

北第二小学校では学期ごとに2回、お昼休みを利用し
てミニコンサートを開いています。日ごろ練習し

ている音楽活動を発表したい子どもが、個人やグループ
で、自分の好きな曲を演奏したり歌ったりします。
2階のふれあいホールに子どもたちが集まると、小さ

な音楽会の始まりです。発表した子どもは「すごく緊張
して、硬くなってしまいました。次はもっと上手に演奏
できるように、また練習します」と、聴いていた子ども
は「今度は自分も発表してみたいです」と元気に語って
くれました。

応募方法�
�
�
�
あ て 先  �

住所・氏名・電話番号・撮影場所・写真の
タイトルを記入し、郵送してください。デ
ジタルカメラで撮影した画像（300万画
素以上）はメールでも受け付けています
〒372－8501 今泉町二丁目410�
市役所広報課「街かど写真工房」係�
　　kouhou@city.isesaki.lg.jp
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「早春の公園」

撮影者
村田光弘さん（山王町）




